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　3次式の展開については次の公式を使う。
　　（a＋b）（a2－ab＋b2）＝a3＋b3 ……Ⓐ
　　（a－b）（a2＋ab＋b2）＝a3－b3 ……Ⓑ

　　（a＋b）3＝a3＋❶ a2b＋❷ ab2＋b3　……Ⓒ

　　（a－b）3＝a3－❸ a2b＋❹ ab2－b3

1 ３次式の展開

　1の公式Ⓐ・Ⓑの左辺と右辺を逆にすると，因数分解の公式になる。
　　a3＋b3＝（a＋b）（a2－ab＋b2）　　a3－b3＝（a－b）（a2＋ab＋b2）
　この公式を使うと，次のように因数分解ができる。

　　a3＋8＝a3＋23＝（a＋2）（a2－❺ ＋4）
　　27x3－y3＝（❻ ）3－y3＝（❻ －y）（❼ ＋❽ xy＋y2）

2 ３次式の因数分解

　　（a＋b）n＝（a＋b）（a＋b）…（a＋b）　　（n個の（a＋b）の積）
を展開したときに現れる項は，それぞれの因数からaとbのいずれかを取ってかけ
合わせたものになる。
　因数は全部でn個あるから，bをr個取ったら，aは n－r個取ることになる。

　これらの積は❾ となるが，このような項は，n個の因数からbを取り出す

r個の因数を選ぶ選び方の個数だけある。

　したがって，❾ の係数は10 となる。

　ここで，rの値は11 から12 までの整数値である。

　すなわち，（a＋b）nの展開式は，次のようになる。
　　（a＋b）n＝nC0a

n＋nC1a
n－1b＋…＋nCra

n－rbr＋…＋nCn－1ab
n－1＋nCnb

n

　これを二項定理という。
　nCra

n－rbrを一般項，各項の係数の nC0，nC1，…，nCr，…，nCnを二項係数という。

3 二項定理

　二項定理の式で，a＝1，b＝xとした式
　　（1＋x）n＝nC0＋nC1x＋…＋nCrx

r＋…＋nCn－1x
n－1＋nCnx

n

において，xにいろいろな値を代入すると二項係数の間に成り立つ関係式が得られる。

例　x＝1とおくと，nC0＋nC1＋…＋nCr＋…＋nCn＝13

　　x＝－1とおくと，nC0－nC1＋nC2－nC3＋…＋（－1）nnCn＝14

4 二項定理の応用

３次式の展開
　公式Ⓒは
　　（a＋b）3

　＝（a＋b）2（a＋b）
　＝（a2＋2ab＋b2）（a＋b）
を展開･整理して導く。

多項式の展開の意味
　　（a＋b）（c＋d）（e＋f）
のような形の式を展開した式
は

　
a，bのうちの片方
c，dのうちの片方
e，fのうちの片方

をかけ合わせたものを，すべ
ての取り方にわたって加えた
もの。

解答 ❶　3　　❷　3　　❸　3　　❹　3　　❺　2a　　❻　3x　　❼　9x2　　❽　3　　❾　an－rbr　　10　nCr　　11　0

12　n　　13　2n　　14　0

学習のポイント

式と証明⑴第1講

パスカルの三角形

n＝1

n＝2

n＝3

n＝4

1

1　1

1　2　1

1　3　3　1

1　4　6　4　1

　上図で各段の両端は1，
その他は，左上と右上の数
の和になっている。
　この図をパスカルの三角
形といい，各段には二項係
数が並んでいる。

－y）（

b）…（
現れる

のにな
全部 ことに

積 因数か

選ぶ

❾ となる

11 12

の展開式は

多項
＋b

形の

ち
のうち

e，f

をか

Sa
mp
le＋❽

pl
xyy＋＋yy2））

（n個の（（aa＋＋bb））の積）の積）
れぞれの因数から数からaととbのいずれかを取っいずれか

るからから，bをr個取ったら個取った ，aaは n－r

Sととななるるがが，ここののよよううな項は個数だけある。個数だけあ

数は10
S

ははe
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　2つの整式A（x），B（x）について，
A（x）をB（x）で割ったときの商がQ（x），余りがR（x）であるとき，

　　A（x）＝B（x）❶ ＋❷ 　（R（x）の次数）＜（B（x）の次数）

が成り立つ。

5 整式の割り算の関係式

　整式A（x）をB（x）で割ったときの商と余りを求める手順は，
⑴　A（x）の最高次の項axnをB（x）の最高次の項bxmで割って，

　r（x）＝❸ を求める。

⑵　A（x）－B（x）r（x）を求める。
⑶　⑵の式の最高次の項とB（x）の最高次の項から，⑴，⑵のように計算し，余り
がB（x）より次数が低くなるまでくり返す。

例　A（x）＝x3＋x2－7x＋1を B（x）＝x＋3で割ると
x2－2x－1

x＋3）x3＋ x2－7x＋1　

❹

－2x2－7x

❺

－ x＋1

－ x－3　

❻

　　この計算から，商は❼ ，余りは❽ である。

例　A（x）＝6x3－5x2＋7x＋1を B（x）＝3x2－x＋2で割ると

　　　　　

2x－1

3x2－x＋2）6x3－5x2＋7x＋1　
6x3－2x2＋4x

❾ ＋1

－3x2＋ x－2

10

　　この計算から，商は11 ，余りは12 である。

6 整式の割り算の計算法

整数の割り算
　正の整数aを正の整数bで
割ったときの商がq，余りが
rのとき，
　　a＝bq＋r　（0≦r＜b）
が成り立つ。
　整式の割り算についての関
係式も，これとの関連で覚え
ておくとよい。

降べきの順に整理
　整式の割り算では，割る式
も割られる式も必ず降べきの
順に整理しておく。
　また，x3＋x＋1のようなと
きは，x2の項の場所を空けて
おく。

係数を取り出した計算
　式全体を書かずに係数のみ
を取り出して計算してもよい。
　左の1つ目の例では，

　　

　　　1 －2 －1

1　3）1 　1 －7 　1

　　　1 　3　　
－2 －7

－2 －6

－1 　1

－1 －3

4

のようになる。

解答 ❶　Q(x)　　❷　R(x)　　❸　 a
b
xn－m　　❹　x3＋3x2　　❺　－2x2－6x　　❻　4　　❼　x2－2x－1　　❽　4

❾　－3x2＋3x　　10　2x＋3　　11　2x－1　　12　2x＋3

算し

x－7

❺

から で

5x x＋2

））6 x＋7
3

べき
割り
式も
お

＋x＋

x2の項
おく。

Sa
mp
le

aSaa
－ x＋11

－ x－33

❻❻SaS，余り

B（

順順
まe
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　2つの整式A，Bを用いて A
B
と表される式を，分数式という。

ただし，B≠0とする。
　AがBで割り切れる場合（Bが定数である場合も含まれる）には，
A
B
は❶ となる。

　A
B
について，Aを❷ ，Bを❸ という。

　整式と分数式をまとめて，❹ という。

7 分数式

　分数式は，分母と分子の両方に0以外の同じ式をかけたり割ったりして変形する
ことができる。
　分母と分子が同じ因数を含めば，その因数で割って簡単にできる。

　この操作を❺ という。

　これ以上約分できない分数式を❻ 分数式という。

　分母の異なる2つ以上の分数式があるとき，それぞれの分母と分子に同じ式をか
けて分母をそろえることができる。

　この操作を❼ という。

8 約分と通分

　分数式の加減は，通分してから計算し，結果が約分できるときは約分をして既約
分数式にしておく。
　乗法は，それぞれの分母と分子を因数分解し，約分できるときは約分する。
　除法は，割る式の分母と分子を入れかえたものをかける。

例　 1
x
＋ 1

x＋1
＝
❽

x（x＋1）＋
❾

x（x＋1）＝
10

　　x2－x－2
x2＋x

× x2

x－2
＝
（x＋1）（11 ）

x（12 ）
× x2

x－2
＝13

　　 a2－4
a2＋4a＋4

÷a－2
a＋2

＝
（a－2）（14 ）
（15 ）2

×
16

17
＝18

9 分数式の計算

通分のときの共通分母
　通分の操作では共通の分母
の次数ができるだけ低くなる
ようにする。
　そのためには，あらかじめ
それぞれの分母を因数分解し
ておく。

例　 1
x－1

－ 1
x2－1

　＝ 1
x－1

－ 1
（x＋1）（x－1）

　＝ x＋1－1
（x＋1）（x－1）

　＝ x
（x＋1）（x－1）

　この計算を，

　　 1
x－1

－ 1
x2－1

　＝（x2－1）－（x－1）
（x－1）（x2－1）

のようにするのは誤りではな
いが，繁雑になりミスをしや
すくなる。

解答 ❶　整式　　❷　分子　　❸　分母　　❹　有理式　　❺　約分　　❻　既約　　❼　通分　　❽　x＋1　　❾　x

10　 2x＋1
x(x＋1)

　　11　x－2　　12　x＋1　　13　x　　14　a＋2　　15　a＋2　　16　a＋2　　17　a－2　　18　1

変形す

できる。

分数式

があると
できる。

とい

減は 分でき
く。
れの分母と分子を因数分解
分母と分子を入れか

❾

の計

通分
数が
する
めに
分母

－1
－ 1

Sa
mp
leぞれの分母と分子に同じ式をか母と分子に同じ式をか

てから計算してから計算 ，結果Sa

そそ
ておe
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ト レ ー ニ ン グ

　　次の式を因数分解せよ。

□⑴　x3+8 □⑵　a3-27

□⑶　m3-125 □⑷　x3+64y3

□⑸　8a3-27b3 □⑹　x3y3+z3

3

　次の式を因数分解せよ。
⑴　64x3＋27y3 ⑵　x3－8y3

ターゲット２

解答

⑴　64x3＋27y3＝（4x）3＋（3y）3＝（4x＋3y）（ 7 x2－ 8 xy＋ 9 y2）
⑵　x3－8y3＝（x）3－（2y）3＝（x－2y）（x2＋ 10 xy＋ 11 y2）

a3±b3  の因数分解
　覚えにくい公式なので，正
しく理解しよう。

a3±b3＝（a±b）（a2

±

ab＋b2）

同符号

異符号

ターゲット２の答

7 　16　 8 　12　 9 　9

10　2　 11　4

　次の式を展開せよ。
⑴　（a＋1）（a2－a＋1） ⑵　（x－2）（x2＋2x＋4）
⑶　（3x＋2y）3 ⑷　（a－2b）3

ターゲット１

解答

　⑴　与式＝a3＋ 1 ⑵　与式＝x3－ 2

⑶　（3x＋2y）3＝27x3＋ 3 x2y＋ 4 xy2＋8y3

⑷　（a－2b）3＝a3－ 5 a2b＋ 6 ab2－8b3

ト レ ー ニ ン グ

　　次の式を展開せよ。

□⑴　（x+2）（x2-2x+4） □⑵　（a-3）（a2+3a+9）

□⑶　（x-4）（x2+4x+16） □⑷　（2a+1）（4a2-2a+1）

□⑸　（x+2y）（x2-2xy+4y2） □⑹　（3a-2b）（9a2+6ab+4b2）

　　次の式を展開せよ。

□⑴　（x+2）3 □⑵　（x-4）3

□⑶　（2x-1）3 □⑷　（5a+3）3

□⑸　（x-2y）3 □⑹　（3p+4q）3

1

2

ターゲット１の答

1 　1　 2 　8　 3 　54

4 　36　 5 　6　 6 　12

数分
x－8 3

ットット

＋（3y）3

-3）（ 2

⑷　（

y）3

Sa
mp
le

Sa

-2a+1）

-2bb））（（9a2+6+6abab+4+4bb

□⑵　□⑵　（xx-4- ））3

□⑷　□ （（5a+3+3））3

□⑹　□ （3p
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　8C0＋8C1＋8C2＋……＋8C8の値を求めよ。
ターゲット４

解答

　（1＋x）8＝8C0＋8C1x＋8C2x
2＋……＋8C8x

8において，x＝ 16 とおくと

　　8C0＋8C1＋8C2＋……＋8C8＝2 17 ＝ 18

ターゲット４の答

16　1　 17　8　 18　256

ト レ ー ニ ン グ

　　展開式（1+x）n=nC0+nC1x+nC2x
2+…+nCnx

nを用いて，次の値を求めよ。

□⑴　5C0+5C1+5C2+5C3+5C4+5C5

□⑵　7C0+7C1+7C2+7C3+7C4+7C5+7C6+7C7

□⑶　4C0-4C1+4C2-4C3+4C4

□⑷　6C0-6C1+6C2-6C3+6C4-6C5+6C6

6

　次の式を展開したときの［　］内の項の係数を求めよ。
⑴　（2x＋3）4　［x3］ ⑵　（x－2y）7　［x5y2］

ターゲット３

解答
⑴　展開式の一般項は，4Cr（2x）4－r･3r＝4Cr2

4－r･3rx4－r

　　x3の項は　r＝ 12 のときであるから，求める係数は，4C1･23･3＝ 13

⑵　展開式の一般項は，7Crx
7－r･（－2y）r＝7Cr･（－2）rx7－ry r

　　x5y2の項は　r＝ 14 のときであるから，求める係数は，7C2･（－2）2＝ 15

（x－2y）7＝｛x＋（－2y）｝7

とみなす。

ターゲット３の答

12　1　 13　96　 14　2

15　84

ト レ ー ニ ン グ

　　二項定理を用いて，次の式を展開せよ。

□⑴　（a+b）4 □⑵　（x+1）6

□⑶　（x-2y）5 □⑷　（3a-1）4

　　次の展開式における［　］内の項の係数を求めよ。

□⑴　（a+b）5　［a3b2］ □⑵　（a+b）6　［a2b4］

□⑶　（x+1）8　［x5］ □⑷　（a-2）5　［a3］

□⑸　（2x+1）4　［x2］ □⑹　（x-3y）6　［x4y2］

4

5

… よ。
４

［ ］内

［a3b2 ］

1）8 ［a3

1） （x-Sa
mp
le

値を
S

（x+1）6

□⑷　（33aa-1-1））4

数を求めよ。よ。

□⑵　□ （（a+bb））66

□⑷　
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　次の整式Aを整式Bで割ったときの商と余りを求めよ。
⑴　A＝2－x＋3x2，B＝－2＋x ⑵　A＝2x3－x＋1，B＝x2－x－2

ターゲット５

解答
⑴　右の計算により，

　　商は 3

　　余りは 4

3x＋ 1

x－2）3x2 － x＋2

3x2 －6x

1 x＋2

1 x－10

2

⑵　右の計算により，

　　商は 8

　　余りは 9
　　　　　　

2x＋ 5

x2－x－2）2x3 － x＋1

2x3－2x2－4x

2x2＋3x＋1

6

7

降べきの順に整理
　整式の割り算では，必ず降
べきの順に整理してから計算
する。
　⑵のように，x2の項が抜け
ているときはその場所を空け
ておく。

ト レ ー ニ ン グ

　　次の計算をせよ。

□⑴　x2÷x □⑵　6x2÷2x

□⑶　8x3÷4x □⑷　（-10x3）÷5x2

　　次の整式 Aを整式 Bで割ったときの商と余りを求めよ。

□⑴　A=x2+x-2，B=x+1 □⑵　A=3x2-4x-10，B=x-3

□⑶　A=2x2-5x+4，B=2x+1 □⑷　A=x3-2x2-5x+1，B=x-4

□⑸　A=2x3+x2+3x-4，B=2x+3 □⑹　A=6x3-x2-8，B=3x-5

　　次の整式 Aを整式 Bで割ったときの商と余りを求めよ。

□⑴　A=x3+2x2+x+4，B=x2+x+2 □⑵　A=x3-5x+6，B=x2-x+3

□⑶　A=2x3-x2+4x-7，B=x2+3x-5 □⑷　A=6x3+x-10，B=x2+1

□⑸　A=3x3-2x2-5x+1，B=x2+x-4 □⑹　A=4x3+8x2-7x+5，B=2x2-x+1

7

8

9

ターゲット５の答

1 　5　 2 　12

3 　3x＋5　 4 　12

5 　2　 6 　2x2－2x－4

7 　5x＋5　 8 　2x＋2

9 　5x＋5

x

2x2＋

レ ー

算

6x2

□

式 B きの商と

=x

タ

＋5

2

8

Sa
mp
leppmmp
e

グ

Sa
mp
eee
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　次の問いに答えよ。
⑴　整式Aを x2＋2x－3で割ったときの商が 2x＋1，余りが 2x－1である。この
とき，整式Aを求めよ。
⑵　A＝6x3－x2＋4x＋1を整式Bで割ったときの商が 3x＋1，余りが2xである。
このとき，整式Bを求めよ。

ターゲット６

解答

⑴　A＝（x2＋2x－3）（ 10 ）＋ 11

＝ 12 x3＋ 13 x2－ 14 x－ 15

⑵　6x3－x2＋4x＋1＝B（3x＋1）＋ 16 より，

　B（3x＋1）＝6x3－x2＋ 17 x＋1

　　右辺を 3x＋1で割って，B＝ 18

2x2－ x＋1

3x＋1）6x3－ x2＋2x＋1

6x3＋2x2

－3x2＋2x

－3x2－ x

3x＋1

3x＋1

0

整式の割り算の関係式
　整式Aを整式Bで割ったと
きの商がQ，余りがRのとき，
　　A＝BQ＋R

（Rの次数）＜（Bの次数）
が成り立つ。

ターゲット６の答

10　2x＋1　 11　2x－1

12　2　 13　5　 14　2

15　4　 16　2x　 17　2

18　2x2－x＋1

ト レ ー ニ ン グ

　　　次の整式 Aを整式 Bで割ったときの商を Q，余りを Rとして，A=BQ+Rの形で表せ。

□⑴　A=x2+5x+3，B=x+2 □⑵　A=6x2+x-4，B=3x-1

□⑶　A=x3-x2+2x+3，B=x2-x+1 □⑷　A=x3+5x-6，B=x2+2x-3

　　　次のような整式 Aを求めよ。

□⑴　整式Aを x+2で割ると，商が 2x-1，余りが 3である。

□⑵　整式Aを x-3で割ると，商が x+5，余りが-4である。

□⑶　整式Aを x2-x+1で割ると，商が x+2，余りが x-1である。

□⑷　整式Aを x2+2x-4で割ると，商が 2x-1，余りが 3x-5である。

　　　次の問いに答えよ。

□⑴　整式 A=x3-5x+12を整式 Bで割ると，商が x+3で割り切れた。整式 Bを求めよ。

□⑵　整式 A=3x3+x2+4x-4を整式 Bで割ると，商が x2+x+2で割り切れた。整式 Bを求めよ。

□⑶　整式 A=x3-4x2+3x-2を整式 Bで割ると，商が x-3，余りが 2x-8である。整式 Bを求めよ。

□⑷　整式 A=2x3+7x2-x-5を整式 Bで割ると，商が x2+x-3，余りが 10である。整式 Bを求めよ。

10

11

12

3x＋1 112

2x

たときの

+2

x+3 x2+2

よう

を る。

x -4で

-x +2 余

2x- ，商が

Sa
mp
leple余りを Rとしてとして，AA==BQBQ++Rの形で表せ

□⑵　□⑵　AA=6=6x2++xx-4，B=

+1 □⑷　□ AA=xx33+5+ x

を求めよ。を求めよ。

るとると，商がが 22x-11，余りが

とと，，商が商が x+5

と



10

　次の式を簡単にせよ。

⑴　 9ab3c
6a3bc5 ⑵　 x＋1

x2－1
⑶　x2－x－2

x3＋1

ターゲット７

解答

⑴　
9ab3c
6a3bc5＝

1

⑵　 x＋1
x2－1

＝ x＋1

（x＋1）（ 2 ）
＝ 3

⑶　x2－x－2
x3＋1

＝
（x＋1）（ 4 ）
（x＋1）（ 5 ）

＝ 6

因数分解の公式
　　a2－b2＝（a＋b）（a－b）
　　x2＋（a＋b）x＋ab

　＝（x＋a）（x＋b）
　　a3＋b3

　＝（a＋b）（a2－ab＋b2）
　　a3－b3

　＝（a－b）（a2＋ab＋b2）

ト レ ー ニ ン グ

　　　次の分数式を約分せよ。

□⑴　 18a5

9a3 □⑵　 6x2y
2xy

□⑶　 14abx
12ax2 □⑷　 12x4y

18x3y2

　　　次の分数式を約分せよ。

□⑴　 3x
x2+2x

□⑵　 x＋1
x2－1

□⑶　 x2+x－2
x＋2

□⑷　 x2+2x-3
x2＋5x+6

□⑸　 4x2－9
2x2+x-3

□⑹　 x2-4
x3＋8

13

14

ターゲット７の答

1 　 3b2

2a2c4　 2 　x－1

3 　 1
x－1

　 4 　x－2

5 　x2－x＋1　

6 　 x－2
x2－x＋1

数式

5

x

Sa
mp
leple□⑵　⑵　

mp
66xx22yy
2xyxy

□⑷　□m12x44yy
18

よ。よ
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　次の式を計算せよ。

⑴　x－1
x＋1

＋3x＋5
x＋1

⑵　 1
x
－ 1

x＋1

⑶　 1
x＋1

＋ 1
x－2

⑷　 1
x（x－1）＋

1
x（x＋1）

⑸　x2＋2x
x2－1

×x＋1
x＋2

⑹　x3－y3

x2－y2÷
x2＋xy＋y2

x＋y

ターゲット８

解答

⑴　x－1
x＋1

＋3x＋5
x＋1

＝
7 x＋ 8

x＋1
＝ 9

⑵　 1
x
－ 1

x＋1
＝

x＋1－ 10

x（x＋1） ＝ 11

⑶　 1
x＋1

＋ 1
x－2

＝
x－2＋ 12

（x＋1）（x－2）＝
13

⑷　 1
x（x－1）＋

1
x（x＋1）＝

x＋1＋ 14

x（x－1）（x＋1）＝
15

x（x－1）（x＋1）＝
16

⑸　x2＋2x
x2－1

×x＋1
x＋2

＝
x（ 17 ）

（x＋1）（ 18 ）
×x＋1

x＋2
＝ 19

⑹　x3－y3

x2－y2÷
x2＋xy＋y2

x＋y
＝
（x－y）（ 20 ）
（x＋y）（ 21 ）

×
22

23
＝ 24

結果は既約分数式に
　どんな問題でも，結果はで
きるだけ簡単な形にしておく
のが原則。
　分数式の加減の場合は，通
分の計算の結果が約分できる
形になることがよくある。そ
のときは，約分をして既約分
数式に直しておく必要がある。

ターゲット８の答

7 　4　 8 　4　 9 　4

10　x　 11　 1
x（x＋1）

12　x＋1

13　 2x－1
（x＋1）（x－2）

14　x－1　 15　2x

16　 2
（x－1）（x＋1）

17　x＋2　 18　x－1

19　 x
x－1

20　x2＋xy＋y2　21　x－y

22　x＋y　 23　x2＋xy＋y2

24　1

ト レ ー ニ ン グ

　　　次の計算をせよ。

□⑴　 x＋1
x－2

+
2x-7
x－2

□⑵　 x2－3
x+1

-
2x

x+1

□⑶　 1
x
-

1
x+2

□⑷　 1
x－1

+
2

x+3

□⑸　 1
x（x-2）+

1
x（x+3） □⑹　 x＋5

x2－1
-

2
x2+x

　　　次の計算をせよ。

□⑴　 x
x+1

× x+1
x2-2x

□⑵　 x2－1
x2－4

× x-2
x+1

□⑶　 x2-4x+3
x+2

× x2-4
x2-2x+1

□⑷　 x+1
x-3

× x2-3x
x2-x-2

□⑸　 x-1
x+4

÷ x2+2x-3
x2＋5x+4

□⑹　 x2-x-2
x2＋5x+6

÷ x+1
x2+2x-3

15

16

1）（

）
×x＋

y
＋y

（x

22

（x

－1

）（x

88

－1

020

ト レ

せよ Sa
mp
lele

mm））（

a
2

Sa
m））××mpm
222222

mpm2333mp＝p242424p
e

Sa
ee

ニ ン グニ ン グSa



12

　　次の式を展開せよ。

⑴　（a+3）（a2-3a+9） ⑵　（x-5）（x2+5x+25）

⑶　（x+4）3 ⑷　（a-2）3

⑸　（2x-y）3 ⑹　（x+5y）3

　　次の式を因数分解せよ。

⑴　x3+1 ⑵　8a3-1

⑶　m3-64 ⑷　27a3+b3

⑸　x3+125y3 ⑹　64x3-27y3

　　二項定理を用いて，次の式を展開せよ。

⑴　（a+b）5 ⑵　（x+1）7

⑶　（2x-y）6 ⑷　（3a+2b）4

　　次の問いに答えよ。

⑴　次の展開式における［　］内の項の係数を求めよ。

①　（a+b）6　［a3b3］ ②　（x-2）7　［x5］

⑵　次の値を求めよ。

①　9C0+9C1+9C2+…+9C9

②　5C0-5C1+5C2-5C3+5C4-5C5

1

2

3

4

まとめ の問題

64x3

，次の

y b）4

Sa
mp
le

せよ。

⑵　⑵ （x+1）7

⑷　
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　　次の整式 Aを整式 Bで割ったときの商と余りを求めよ。

⑴　A=6x2-5x+1，B=3x-4

⑵　A=x3-4x2+3x+7，B=x2+x-2

　　次の問いに答えよ。

⑴　整式 Aを x2-3x+1で割ると，商が 2x-5，余りが 7である。整式 Aを求めよ。

⑵　整式 x3+x2-x+7を整式 Bで割ると，商が x2-2x+4，余りが x-5である。整式 Bを求めよ。

　　次の分数式を約分せよ。

⑴　 14a3b4

7ab3 ⑵　 x2-9
x2-x-12

　　次の計算をせよ。

⑴　 2x
x+1

+
x+3
x+1

⑵　 x2

x-2
-

x+2
x-2

⑶　 1
x－2

-
1

x+5
⑷　 1

x2-x
+

x-4
x2+x-2

⑸　 x-1
x+4

× x2-16
x2+4x-5

⑹　 x2-2x
x2－9

÷ x2+2x-8
x2-2x-3

5

6

7

8

整式 B

Sa
mp
le

⑵　mp
x22-9-9

xx22-xx-12-1


